
地域連携の中での発達障害支援（日本、韓国、米国）

12：25 挨　拶
　　大阪大学大学院　医学系研究科保健学専攻　教授　永井　利三郎

Ⅰ．基調講演　　〈司会〉毛利　育子（大阪大学医学系研究科 子どものこころの分子統御機構研究センター）

12：30 発達障害研究の潮流
　　大阪大学医学系研究科 子どものこころの分子統御機構研究センター　特任教授　谷池　雅子

13：00 自閉症スペクトラム障害（ASD）の疫学 ～過去・現在・未来
　　エール大学医学部　小児研究センター　准教授　ヨン・シン・キム

14：00 　　休　　憩

Ⅱ．地域連携のとりくみ（日本、韓国、米国）　　
〈司会〉永井　利三郎、伊藤　美樹子（大阪大学大学院　医学系研究科保健学専攻）

14：15 大阪大学・堺市 5歳児発達相談の取り組み
　　大阪大学医学系研究科 子どものこころの分子統御機構研究センター　加藤　久美

14：35 神戸市との親子支援教室
　　神戸大学大学院 保健学研究科　教授　高田　　哲

15：05 韓国における発達障害の子どものサポートシステム
　　韓国小児社会発達研究所　所長　ユン・ジョー・コー

15：45 米国（イリノイ州）における発達障害支援の現状
　　イリノイ大学小児精神保健発達神経科学研究センター長・精神科教授　ベネット L. レーベンタール

16：55 閉会の挨拶
　　大阪大学大学院　医学系研究科保健学専攻　教授　藤原　千恵子

プログラム

テーマ

平成 20 年度　大阪大学医学部保健学科　現代ＧＰ発達障害シンポジウム

日 時 平成 20 年 8 月 31日（日）

場 所 千里ライフサイエンスセンター（5階）「ライフホール」
　（大阪府豊中市新千里東町 1丁目 4－2）

12 時 25分～17 時 00 分（受付 12 時から）

〈主　催〉　大阪大学医学部保健学科　現代ＧＰワーキング
〈共　催〉　大阪大学医学系研究科子どものこころの分子統御機構研究センター
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《  講師のプロフィール  》

谷池　雅子 先生（たにいけ・まさこ）
大阪大学医学部医学科卒業。小児科医師。医学博士（大阪大学）。大阪大学医学部小児科助教授
を経て、現在、大阪大学医学系研究科子どものこころの分子統御機構研究センター特任教授とし
て勤務。

ヨン・シン・キム 先生（Young Shin Kim）
韓国ヨンセイ大学医学部卒業。精神科医師。哲学博士（カリフォルニア大学バークレー校）。
エ ー ル 大 学 Tourette Syndrome/Obsessive Compulsive Disorder Clinic Child Study 
Center、Hallym医科大学（韓国）准教授などを経て、現在、エール大学医学部小児研究センター
准教授として勤務。

加藤　久美 先生（かとう・くみ）
富山医科薬科大学医学部医学科卒業。小児科医師。大阪大学医学部附属病院小児科、重症心身障
害児施設砂子療育園診療科長などの勤務を経て、現在、大阪大学医学系研究科子どものこころの
分子統御機構研究センター特任助教として勤務。

高田　哲 先生（たかだ・さとし）
神戸大学医学部卒業。小児科医師。医学博士（神戸大学）。神戸大学病院小児科、周産医療センター
などの勤務を経て、現在、神戸大学大学院保健学研究科小児科分野に教授にて勤務。神戸大学地
域連携推進室委員、保健学科地域連携センター代表。

ユン・ジョー・コー 先生（Yun-Joo Koh）
韓国ヨンセイ大学小児家族学科卒業。心理学博士（ドイツ・ケルン大学）。現在、韓国小児社会
発達研究所所長として勤務。Autism Speaks の助成を得て、“韓国における学童児童の自閉症
スペクトラム障害の有病率”に関する韓国での事業に携わる。

ベネット L. レーベンタール 先生（Bennett L. Leventhal）
小児精神科医。Irving B. Harris Professor of Child and Adolescent Psychiatry, Emeritus 
The University of Chicago。現在、イリノイ大学精神科教授、小児精神保健発達神経科学研究
センター長として勤務。
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ごあいさつ

　このたびは大阪大学医学系研究科保健学専攻、現代GPプログラムの取り組みとしての、シ

ンポジウムにご参加いただき、感謝申し上げます。

　大阪大学医学系研究科保健学専攻看護科学分野では、「親と子のこころに支援できる人材育

成教育の構築」を主題とした学部教育に取り組んでいます。このプログラムの主眼とするとこ

ろは、看護や保健、教育の分野で、発達障害を中心とした脳機能障害を持ち、さまざまな困難

を抱える子ども達を支援出来る人材を育成することです。

　わが国の発達障害に対する支援策は、さまざまな分野で広がりを示しつつあります。2004

年の発達障害支援法の制定、2007年度からの特別支援教育の開始は、大きな転換点となり

ました。特に発達障害支援法では、各都道府県と政令指定都市に発達障害支援センターを設置

することがうたわれ、その設置への取り組みが大きく動く契機となりました。また学校におい

ては、幼稚園から高校にいたる広い範囲で、コーデイネーターの配置や、教育支援計画の作成

など、支援教育が大きく動き出しています。

　今回の講演会では、基調講演としてお二人にお話をお願いしました。

　一人は大阪大学子どものこころの分子統御機構研究センターの谷池教授に、センターでの取

り組みを中心に、発達障害の子どもの脳機能障害について、どこまで解明されてきているのか

についてのお話をお願いいたしました。

　また発達障害をもつ子どもをすべて含めると、子どもたちの1000人に約10人の頻度で

見られることも報告されてきており、なぜそのように増えてきたのか不明のところです。エー

ル大学のKim教授は、この分野の専門家であり、過去から現在に至る広汎な研究成果を文献

も含めて現状をお話いただくことといたしました。

　発達障害を持つ子どもに対する、保健、保育、教育、福祉の各分野での取り組みは、地域差

などもありながら、しかし着実に進みつつあります。しかしこれらの動きは、まだそれぞれの

単位の中での動きに限られており、社会的な連携が必ずしも十分ではありません。今後、社会

全体における有機的な連携の中での取り組みが切望されているところだと思われます。既に各

地域では、先進的な取り組みも行われてきております。今回のシンポジウムでは、神戸大学で

の地域連携の取り組みを伺うとともに、大阪大学の取り組みをご紹介したいと思っております。

また韓国での新しい取り組みの現状や、米国での歴史的に確立したシステムを聞いて、今後の

皆様の取り組みのご参考にしていただきたいと思い、企画いたしました。

　大阪大学医学系研究科保健学専攻としましては、今後も更に皆様のお役に立てる情報提供と

人材育成を行って行きたいと考えております。

　皆様の更なるご鞭撻をお願いして、ご挨拶に代えさせていただきます。

　平成20年8月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪大学医学系研究科保健学専攻　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永井　利三郎
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発達障害研究の潮流

大阪大学医学系研究科子どものこころの分子統御機構研究センター　特任教授

谷池　雅子
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自閉症スペクトラム障害（ASD）の疫学 ～過去・現在・未来

エール大学医学部　小児研究センター　准教授

ヨン・シン・キム
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大阪大学・堺市5歳児発達相談の取り組み

大阪大学医学系研究科子どものこころの分子統御機構研究センター

加藤　久美
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神戸市との親子支援教室

神戸大学大学院保健学研究科　教授

高田　　哲
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韓国における発達障害の子どものサポートシステム

韓国小児社会発達研究所　所長

ユン・ジョー・コー
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米国（イリノイ州）における発達障害支援の現状

イリノイ大学小児精神保健発達神経科学研究センター長・精神科教授

ベネット L. レーベンタール
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